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 デブリが臨界になった場合の核分裂挙動・被ばく影響を評価するための解析コード”PORCAS-F”の開発を

進めている。デブリ取り出し作業時に想定される臨界事象について解析を行い、万一臨界になった場合に

おいても作業者および公衆への被ばく影響は小さい見通しが得られた。 
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1. 緒言 

1F-1/2/3 号機の燃料デブリ取出し時に，形状が変化してデブリ内部
に水が浸入して，水対燃料体積比が最適になると，臨界になる可能
性がある。デブリを加工する方法は複数あり，臨界に至るシナリオ
も異なるため，どのような臨界シナリオの場合に臨界リスクが大
きくなるのか，検討した。 
2. 想定される臨界シナリオ 

デブリ取り出し作業時に想定される代表的な臨界シナリオとし
て，デブリに亀裂が入るケース，デブリが崩落するケース，デブ
リに穴を開けるケース，の３ケースを選定した。また，デブリ取
り出し作業と関わりなく，地震などの外部要因によって発生する
可能性のある臨界シナリオの代表例として，CRD ハウジングに付
着しているデブリが落下するケースを仮定した。 
3. 解析方法 

デブリ組成を仮定し，”MVP”計算コード[1]で H/U や温度などの
パラメータを変化させた計算を行い，各パラメータに対する反応

度係数を評価した。また，ケースごとの反応度投入量を評価した。 
これまでに開発を進めてきた解析コード”PORCAS-F”[2]に反応

度係数と投入量をインプットして，デブリが臨界になった場合の
核分裂挙動・被ばく影響を解析評価した。 

臨界によって新たに発生するFPガスが，バウンダリから漏えい，
または建屋外に放出されるものとして，作業員や公衆の外部・内
部被ばく影響を評価した（図 2）。 
4. 臨界挙動解析結果 

臨界になった場合の被ばく影響の大きさは，穴あけ＜亀裂＜崩
落の順番となることが示された。作業に起因する臨界事象は，外
部要因の代表例と考えられるデブリ落下に起因する臨界事象と比
べて同程度若しくは小さくなる見込みである（図 3）。また，屋外
作業員の被ばく線量は事故時の管理目標値を下回る見通しであり，
屋内作業員や公衆についてはこれよりも 2 桁小さい結果が得られた。 
5. まとめ 
 デブリ取り出し作業時に想定される臨界事象による被ばく影響について，相対的な大小関係が示され，
万一臨界になった場合においても作業者および公衆への被ばく影響は小さい見通しが得られた。 
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図 1 デブリに亀裂が入るイメージ 

図 2 被ばく評価のモデル 

オペフロ
作業員

     一次バウンダリ 
    二次バウンダリ 

敷 地
境界 公衆

屋外
作業員

セルからの漏洩
1% PCVガス管理シ

ステムの排気
3000m3/h

臨
界

F
P

FP

F
P

図 3 解析結果（総核分裂数） 
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